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******************************************************************************** 

はっぴーライフスタッフ勉強会 2008 年 5 月 10 日 

「パーソンセンタードケアとは何か－認知症のケアのために」 

講師 寺田 真理子 

 

＜講師プロフィール＞ 

長崎県出身。父親の仕事の関係で幼少時よりメキシコやコロンビア、ベネズエラと南米諸国を

転々とし、ゲリラによる日本人学校脅迫や自宅の狙撃を経験。帰国後、都内の高校に進学。追っ

かけに熱中し、そこで身につけた行動力がその後の人生の指針となる。東京大学法学部卒業後、

国際会議コーディネーターの傍ら、舞台出演や自主映画の主演、監督、制作を務める。多数の外

資系企業での通訳を経て、現在は通訳や翻訳のほか、商品ネーミング、文筆、講演で活動。 

訳書： 

『認知症の介護のために知っておきたい大切なこと～パーソンセンタードケア入門』 

『介護職のための実践！ パーソンセンタードケア～認知症ケアの参考書』（共に筒井書房） 

著書： 

『うつの世界にさよならする 100 冊の本～本を読んでココロをちょっとラクにしよう』 

（ソフトバンククリエイティブ） 

ネット連載： 

通訳の裏話～『マリコがゆく』（http://www.ten-nine.co.jp/hc/mariko/index.php） 

 

 
 

うつの経験を通して認知症の人の心、その抱えている不安感に共感！ 

だけど世間では、「ぼけちゃったら、なにもわからなくなって、もうおしまい」だという見方がまだま

だ支配的なのでは・・・？ 

 

＜本題に入る前に・・・＞ 

 
3 つのお願い 

① 他の人に内容を○○するつもりで聴いてください 
② ○○にどう応用できるかを常に考えてください 
③ 参加費の○倍元をとるつもりで聴いてください 
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１．できることに目を向けよう 

☆ まずは、なるべく知らない人と 2人 1組になってください ＜ペアのワーク＞ 

 

 

 

☆ どちらが気になりますか・・・？ 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 水と人間の意識の共通点は・・・ 

人間が普段考えることの 9割以上は               だと言われています。 

今朝から考えたことを振り返ってみましょう・・・ 

 

←プラスの言葉を投げかけることの大切さ 

「あなたには価値があるんだよ」「あなたはよくやっているよ」ということを言葉にして伝えてください 

 

しかも、これにはうれしいおまけが・・・ 

 

 

実は、潜在意識は○○を認識することができません 

 

ということは・・・プラスの言葉は、○○にも返ってくる！ 

意識 

潜 在 意 識

（無意識） 
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2．「モノ扱い」していませんか？ 

☆ 「認知症だからわからない」という決めつけが、モノ扱いにつながります。 

 

 

☆ そんなつもりじゃなくても、やっていませんか・・・？ 

たとえば、こんなとき・・・ 

田中さんは椅子で眠っています。ケアワーカーは壁のコンセントにコードを差し込まないといけな

いのに、田中さんの椅子が邪魔になっています。 

よくない実践：ケアワーカーは何も言わずに田中さんを乗せたまま、邪魔にならないように椅子を

どかします。田中さんは目を覚まして驚いた様子ですが、ケアワーカーはそのまま行ってしまいま

す。 

 

←モノじゃなくて「人」です！ 

 

→じゃあ、どうすればいい？  

 

☆ 気づいて認めることができたら、変えることはそれより簡単です 

悪意がなくてもやってしまっていることにまず気づくこと。認めるのは感情的な問題なので苦しいプ

ロセスになるかもしれませんが、認めることができれば変えていくことはそれより簡単です。 

 

☆ あなたが思うよりも、認知症を抱える人はたくさんのことをわかっています 

「こんなにおかしくなっちゃって」とつぶやいた大叔母 

 

 

 

 

 




